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府中小学校建築基本構想策定

私たちの提案について

歴史を身近に感じ、主体的な学びを養い

地域愛を育む学校づくり

― 設計コンセプト ―
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歴史を身近に感じ、主体的な学びを養い、地域愛を育む学校づくり

歴史に

親しみを持つ
ことができる
環境づくり

子ども達の
状況に柔軟
に対応できる
環境の整備

一人ひとりが安心してのびのびと学び、活動できる学校

様々な交流
が生まれる
配置計画

安心安全で
心落ち着ける
居場所づくり

多様な学び
を展開できる
ゆとりある
空間づくり

歴史を身近に感じ、主体的な学びを養い、地域愛を育む学校づくり

●昇降口のピロティは常陸国分尼寺跡まで視線が通る配置

毎日の風景の中に額縁で切り取られたような景色をつくる

●季節や天気、時間と共に移り変わる景色に注目でき、

日常の中に、変化や気づき、発見を見いだせる機会をつくる

●小学校生活の６年間を共にする風景はいつまでも残り続け、

身の回りにある文化・歴史を大切に思う気持ちを育む

いにしえの風景を未来へつなぐ
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多様な学びを得られ、誰もが安心して学べる学校

「⾃⽴⽀援」を促し、実践できる学校づくり

コンセプトを実現するための６つの軸

①安心・安全を確保
・どこにいても目が届き、児童が安心して
過ごせる計画
・災害時に配慮した教室の配置
・明確な歩⾞分離と広々とした昇降場

②明るい教室とトイレ
・全ての普通教室を南向きに配置
明るく健康的な環境
・空調や照明に頼ることなく心地よい
空間をつくる断面計画

④多様なつながりを生む
・元気な声が届く、明るく開放的で⾒守り
やすい昇降⼝
・みんなが集まり交流できる多目的スペース
・地域の⼈々や観光客との交流の機会創出

③心地よい居場所をつくる
・目的に合わせて児童が選んで利⽤できる
多様な居場所
・陽の光や木の温もりを感じる明るい校舎

⑥新たな可能性を⾒出す
・多様な学びが生まれる平面計画
・⼀⼈ひとりが⾃⾝の得意を発⾒し、取り組める
環境づくり

⑤地域への愛着を育む
・常陸国分尼寺跡と隣接する環境を活かし、
視線を通す配置計画
・日常の風景に史跡を取り込み、親しみと愛着を
育む

安心して利用できるトイレ（最近の事例）
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交流の生まれる教室（最近の事例）

児童の安全を第一に、地域や歴史とのつながりを大切にした配置計画

●児童の安全を第一にした配置

●地域・歴史とのつながり
を⼤切にした計画

配 置 図

スクーバス用乗降場は
雨に濡れることなく
スムーズに乗降できる

体育館は、地域にも開放し、地
域の活動の拠点となる場に。
利用しやすい配置計画とし、

スポーツや地域のイベントなど
様々な活動から多彩な交流が
育まれる場をつくります

また、災害時には安心して避難
できる防災拠点として機能

けやきやざくろなど既存樹木
を最大限に活かした配置計画

特別支援・低学年特別支援

事務室 特別教室 事務室

駐車場

学童

駐輪場

体育館

遊具

グラウンド

渡り廊下 芝
生
の
ひ
ろ
ば

駐車場

乗降場

地域みんなで使える
防災拠点となる体育館

思い出の木を未来へ繋げる配置計画

大けやき

大けやき

安心安全な歩車分離動線

歴史に親しみを感じられる計画

自然を感じながら安心して遊べる場

第1回ワークショップで頂いた
ご意見を参考にした計画
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広場を中心に多彩な交流が行き交い、学びが生まれる平面計画

１階ゾーニング

●様々な変化に柔軟に
対応できる平面計画

●交流が⾃然に⾏き交う
配置計画

●学校全体を学びの空間に

●児童の安全を第一

緊急車両

芝生のひろばは既存の

けやきなどのシンボルツリ
ーで夏は木陰が生まれ

児童が心地よく遊べる空間
となる

特別支援・低学年

大けやき

自然の心地よさを
感じられる空間

見守り目線が届く配置

他学年との交流が生まれる動線

様々な変化に対応できる計画

広場を中心に多彩な交流が行き交い、学びが生まれる平面計画

２階ゾーニング

●展望ひろばを中心に、
児童が⾏き交い、⾃然に
交流が生まれる計画

ああああああああああ

歴史を身近に感じ、日常的に学べる環境

様々な学び活動に対応できるフレキシブルな空間

多様な授業形式が可能な計画

学年を超えた交流や学び、
気づきを生む場

皆が安心して過ごせる環境
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多様な教育形態に柔軟に対応できる間仕切り計画

多様な教育形態や生徒数の増減、
子どもたちの状況に合わせ、柔軟に対応できる計画

児童の減少などがあった際には

１階を地域に開放する等、

柔軟な活用が可能

多様な教育形態に柔軟に対応できる間仕切り計画 地域と連携し教室を有効に活用

地域と連携し、教室を無駄にすることなく
有効に活用できる計画。誰もが利用でき
多世代が交流できるみんなの居場所として、
地域の学びの場として、活動の拠点として
様々な活用方法が考えられます

一人ひとりの学び方に柔軟に対応できる開放的な「かいだん図書館」

地域に根付く歴史を受継ぎ、多様な交流から学年（年齢）や障害の垣根を超え
た、新たな気づきや学びが生まれるバリアフリー空間

学年や年齢、障害に関わらず交流が生まれ、
多様な人々との関わりを通して勉強学べる環境

子どもの主体性を育む学びの場
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あらゆる災害に強い学校づくり

あらゆる災害に強い学校づくり

④災害時、地域の避難所として機能

・元気な声が届く、明るく開放的で⾒守りやすい昇降⼝
・みんなが集まり交流できる多目的スペース
・地域の⼈々や観光客との交流の機会創出

①耐震性に優れた構造
・躯体の軽量化を図る
・主要構造部の耐震性能（重要度係数1.25）
を高める

・仕上げや設備機器が落下しない安全な計画

②安全に避難できる明快な経路
・校舎４カ所に階段を備え、避難時の動線を分散
スムーズな避難を促す

・特別支援室は最短距離で避難できるよう
緊急車両等、車が停車しやすい位置に配置

③自然エネルギーの活用
・外断熱＋断熱サッシ、自然通風、自然採光で
真冬でも最小限のエネルギーで過ごせる施設

・太陽熱給湯＋暖房システムを採用
・雨水回収＋ろ過でトイレ洗浄水として活用

茨城県産材を活かしたシンプルな構造計画

・主要構造は茨城県産材
を活かしたシンプルな構造

・古代から使用されている
木造の耐久性を活かす構法・仕様

・防火壁等により区画し、
安全に避難が可能な計画

構造・躯体イメージ
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ライフサイクルコスト縮減の考え方に

メンテナンスが容易 高耐久・長寿命仕様

シンプルな架構・スパン割による
施工性の向上

ライフサイクルコストの縮減を考慮した計画

工事期間の短縮し
イニシャルコストを抑える

歴史・文化を未来へ継承する生涯学習の場

将来に向けて、府中小学校・常陸国分尼寺跡を

訪れるすべての人の為の「生涯学習の場」

石岡の歴史・文化を継承する、体験・発信の拠点に

多様な人々が集まる要素を活かす

●地域の人々の憩いの場 ●歴史を学べる観光施設

●国の特別史跡と隣接する希少な立地 ●周辺に関連遺跡が点在

歴史・文化を
未来へ継承する場
として整備活用

周辺に点在する
文化財も含めた
受け入れ体制

常陸国分尼寺跡
の魅力を高める
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歴史・文化を体験、発信する拠点

歴史探検棟「学びのカフェ」

●情報が取得しやすい
●観光地としての
満足度向上

●小学校での学びを、
ボランティアガイドとして発信

●自身の学びを伝える経験
●自身の成長を感じられる場に

●カフェ・体験プログラム運営
●常陸国分尼寺跡の広場を活用
人が集まる場に

●地域住人同士の交流
●歴史への関心向上

持続可能な歴史・文化の継承へ

●楽しく歴史に触れるためのコンテンツや体験イベント、ワークショップを開催し、

学びを深める場をつくる

常陸国分尼寺跡
歴史探検棟

「学びのカフェ」

●観光客はもちろん、地域の人々にも文化・歴史に触れる機会をつくる

●歴史・文化を継承していくための土台作りを目指す

常陸国分尼寺跡に隣接する、府中小学校の特徴を活かした学び

生成AI・プログラミングを活用した、
児童による奈良・平安時代のまちの再現

まち並みの再現・プログラミング授業イメージ

常陸国分尼寺跡に隣接する府中小学校だからこその学び

自分たちの学
びを活かし、
自分たちで

作る楽しさを
知る

能動的な学
びに繋がり

主体性を育成
できる

再現から

新たな気づき
を得られる

新たな疑問や
興味がわく
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今日のワークショップを楽しみましょう！
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